
●JIS G3452

●種　　類　SGP　黒　　管 
　　　　　　SGP　白　　管 
　　　　　　SGP　白ネジ付 

●適用範囲 

SGP 
配管用炭素鋼管 

■ 化学成分 

■ 機械的性質 

■ 外径の許容差 

化学成分（％） 
種　　類 記　号 

引 張 試 験  

呼び径 外径 
（mm） 

外径の許容差 
厚さの許容差 

テーパねじを切る管 それ以外の管 A

配管用炭素鋼鋼管 SGP ２９０以上 ２５以上 ３０以上 管の外径の６倍 ９０。 

種　　類 記　号 
伸 び （％） 

５号試験片 

横方向 縦方向 

曲げ角度 内側半径 引張強さ 
（N/mm2） 

１１号試験片 
１２号試験片 

曲 げ 試 験  

＋規定しない 
－１２.５％ 

６ 
８ 
１０ 
１５ 
２０ 
２５ 
３２ 
４０ 
５０ 
６５ 
８０ 
９０ 
１００ 
１２５ 
１５０ 
１７５ 
２００ 
２２５ 
２５０ 
３００ 
３５０ 
４００ 
４５０ 
５００ 

１０.５ 
１３.８ 
１７.３ 
２１.７ 
２７.２ 
３４.０ 
４２.７ 
４８.６ 
６０.５ 
７６.３ 
８９.１ 
１０１.６ 
１１４.３ 
１３９.８ 
１６５.２ 
１９０.７ 
２１６.３ 
２４１.８ 
２６７.４ 
３１８.５ 
３５５.６ 
４０６.４ 
４５７.２ 
５０８.０ 

±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.７mm 
±０.８mm 
±０.８mm 
±０.８mm 
±０.８mm 
±０.８mm 
±０.９mm 
±１.０mm 
±１.２mm 
±１.３mm 
±１.５mm 
－ 
－ 
－ 
－ 
 

±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±０.５mm 
±１％ 
±１％ 
±１％ 
±１％ 
±１％ 
±１％ 
±１.６mm 
±１.６mm 
±０.８％ 
±０.８％ 
±０.８％ 
±０.８％ 
±０.８％ 
±０.８％ 
±０.８％ 
±０.８％ 

配管用炭素鋼鋼管 SGP ０.０４０以下 ０.０４０以下 
P S

【備考】 
1.呼び径350A以上の管の外径許容差 
は、周長測定によることができる。この
場合の許容差は±0.5％とする。なお、
外径の測定に周長を用いる場合の
判定は、周長実測値又は実測値の
換算直径のいずれによってもよい。い
ずれも同一許容差（±0.5％）を適用
する。ただし、直径（D）と周長（ｌ）の相
互換算は、次式によって計算する。 
　　　ｌ ＝ π・D 
ここに、π＝3.1416とする。　 
2.手入部等の局所的な部分については、
厚さの許容差が、左表を満足している
ことが確認できる場合は、左表の外径
の許容差を適用しない。 

Carbon Steel Pipes for Ordinary Piping

使用圧力の比較的低い蒸気、水、油、ガス、空気などの
配管に用いる炭素鋼鋼管。 
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